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　私たちのまちは歴史が古く、由緒ある歴史遺産も多いため、ともすると過去のことに目が向き
がちです。しかし近年は、新たに建設されつつある住宅地のことや、それに伴う幼児・児童世代
の人口増加などにも関心が寄せられています。まちの歴史をふり返りつつ現在の状況を見ると、
今も止まることなく発展を続けているんだなと実感できます。そんなまちの力強さに思いを込
めて、表紙のキャッチコピーを「未来に翔けるまち」としました。次の100年が楽しみになります。

未来に翔けるまち

８年後のバーチャル同級 会

okazaki

か

現在の 6年生が 20 歳を迎えたときをイメージした「バーチャル同級会」の会話です。
まちづくりの内容は、6年生へのアンケートをもとにまとめました。

　
平
成
28
年
に
岡
崎
小
学
校
を
卒
業
し
た

若
松
君
、柱
君
、羽
根
西
さ
ん
、針
崎
さ
ん
は
、

８
年
ぶ
り
に
当
時
の
担
任
の
岡
崎
先
生
に
会

い
に
来
ま
し
た
。

若
松
、柱
、羽
根
西
、針
崎　
岡
崎
先
生
、こ

ん
に
ち
は
。

岡
崎
先
生　
ま
あ
、４
人
そ
ろ
っ
て
来
た
の

ね
。あ
な
た
た
ち
も
、と
う
と
う
20
歳
ね
。

若
松　
は
い
。久
し
ぶ
り
に
学
校
に
来
た
ん

で
す
が
、ず
い
ぶ
ん
大
き
な
学
校
に
な
り
ま

し
た
ね
ぇ
。新
し
い
校
舎
が
で
き
た
ん
で
す
ね
。

柱　
学
校
よ
り
大
き
い
建
物
が
あ
る
よ
、病

院
。評
判
が
い
い
の
で
、他
の
市
や
県
か
ら

も
患
者
さ
ん
が
来
て
る
っ
て
話
だ
よ
。

羽
根
西　
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て

る
の
に
、道
路
は
混
ん
で
い
な
い
し
、交
通

事
故
も
少
な
い
っ
て
す
て
き
ね
。

針
崎　
道
路
や
公
園
が
、夜
も
明
る
く
て
安

全
な
の
が
い
い
わ
。バ
イ
ト
で
遅
く
な
っ
て

も
安
心
。

若
松　
公
園
っ
て
言
え
ば
、外
国
の
人
を
よ

く
見
か
け
る
ね
え
。

柱　
そ
う
そ
う
。
子
ど
も
や
お
年
寄
り
と
、

外
国
の
人
が
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
の
は
、全

然
め
ず
ら
し
く
な
い
し
ね
。岡
崎
学
区
は
国

際
都
市
に
な
っ
て
る（
笑
）。

羽
根
西　
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が

あ
っ
て
便
利
な
の
も
、い
ろ
ん
な
人
が
集
ま

る
理
由
か
も
ね
。

針
崎　
私
は
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
て

も
、ご
み
ご
み
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
好
き
。

若
松　
新
し
い
き
れ
い
な
家
が
た
く
さ
ん
で

き
た
か
ら
だ
ろ
う
ね
。前
か
ら
住
ん
で
る
人

も
、い
い
環
境
の
ま
ち
に
す
る
た
め
に
よ
く

掃
除
を
し
て
る
よ
。

柱　
そ
う
い
う
見
方
で
い
う
と
、病
院
だ
け

に
頼
ら
ず
、自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
も
多
い
よ
ね
ぇ
。

羽
根
西　
交
通
事
故
が
少
な
い
の
も
、み
ん

な
が
ち
ゃ
ん
と
ル
ー
ル
を
守
っ
て
る
か
ら
。

柱　
ど
ん
な
人
と
も
仲
良
く
で
き
る
の
は
、

偏
見
の
心
が
な
い
か
ら
。

岡
崎
先
生　
そ
う
ね
。み
ん
な
、い
い
と
こ

ろ
に
気
づ
い
た
わ
。道
路
や
建
物
だ
け
立
派

で
も
、人
間
が
よ
く
な
く
ち
ゃ
だ
め
よ
。こ

の
岡
崎
学
区
が
す
ば
ら
し
い
の
は
、住
ん
で

い
る
人
が
い
い
か
ら
な
の
。区
画
整
理
は
い

つ
か
は
終
わ
る
わ
。で
も
ま
ち
づ
く
り
は
永

遠
に
終
わ
ら
な
い
。輝
か
し
い
未
来
に
翔
け

る
た
め
に
、あ
な
た
た
ち
の
力
も
必
要
な
の
。

頼
む
わ
ね
。

若
松
、柱
、羽
根
西
、針
崎　
は
い
、岡
崎
先
生
！

岡崎の宝物は今もむかしも
人のあたたかさですね！
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岡
崎
学
区
の

伝
え
た
い
こ
と

中
核
市
岡
崎
の 

南
の
玄
関
口
と
し
て
発
展
を
続
け
る
ま
ち

日
本
の
自
動
車
製
造
の
先
駆
者　

橋
本
増
治
郎

ま
す 　

じ　

 

ろ
う

　
明
治
21
年
に
岡
崎
駅
が
で
き
た
も

の
の
、
駅
に
隣
接
す
る
地
域
は
無
秩

序
に
住
宅
が
で
き
る
ば
か
り
で
、
岡

崎
市
全
体
の
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ

る
よ
う
な
様
相
で
し
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
を
解
消
す
べ
く
、
昭
和
43
年

に
「
国
鉄
岡
崎
駅
周
辺
土
地
区
画
整

理
事
業
」
が
企
図
さ
れ
ま
し
た
が
、

反
対
の
声
が
強
く
、
計
画
は
頓
挫
し

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
「
こ
の
ま

ま
で
は
岡
崎
学
区
の
未
来
は
な
い
」

と
い
う
意
見
も
根
強
く
、
計
画
中
止

後
も
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
が
粘
り
強
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
つ
い
に
昭
和
51
年
、「
岡
崎

駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
」
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
対
象
地
区
は
羽
根
町
、

1

1

1 4

上
和
田
町
、
柱
町
、
針
崎
町
、
若
松

町
（
い
ず
れ
も
旧
町
名
）
の
５
町
に

及
び
、
県
道
43
号
を
始
め
と
す
る
道

路
の
拡
幅
・
整
備
、
住
宅
の
再
配
置
、

林
公
園
な
ど
の
公
園
や
駅
西
口
広
場

の
新
設
が
主
な
取
り
組
み
で
す
。
な

か
で
も
一
番
大
き
な
も
の
が
岡
崎
小

学
校
の
移
転
と
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

の
新
設
で
、
小
学
校
は
岡
崎
駅
の
す

ぐ
西（
現
在
の
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
分

館
あ
た
り
）
か
ら
、
針
崎
町
の
現
在

地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
駅
周
辺
は
中

核
都
市
岡
崎
の
南
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
姿
に
変
貌
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
16
年
に
完
了
し

ま
し
た
が
、
学
区
の
発
展
は
ま
だ
ま

だ
続
き
ま
す
。
平
成
22
年
度
か
ら「
岡

地
域
の
活
動

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
お
よ
そ
２
・
２５
㎢
の
広
さ
で
、

こ
こ
に
約
４
千
世
帯
、
１
万
人
の
人
が
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
の
地
域
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
自
治
活
動

　
４
地
区
18
町
内
の
総
代
で
構
成
さ
れ
る
学
区
総
代

会
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

【
柱
地
区　
９
町
内
会
】
柱
一
丁
目
・
柱
二
丁
目
・

柱
三
丁
目
・
柱
四
丁
目
・
柱
五
丁
目
・
柱
六
丁
目
・

羽
根
西
新
町
・
柱
川
田
・
柱
郷
南

【
針
崎
地
区　
２
町
内
会
】
針
崎
郷
・
針
崎
東

【
若
松
郷
地
区　
３
町
内
会
】
若
松
郷
北
・
若
松
郷
南
・

若
松
郷
東

【
若
松
栄
地
区　
４
町
内
会
】
若
松
栄
一
丁
目
・

若
松
栄
二
丁
目
・
若
松
栄
三
丁
目
・
若
松
栄
四
丁
目

＊
福
祉
活
動

　
地
域
の
祭
り・ス
ポ
ー
ツ
大
会・文
化
講
座
や
高
齢
者

支
援
活
動
、子
育
て
支
援
活
動
、防
災
訓
練
、資
源
回
収

活
動
な
ど
、年
間
50
件
以
上
の
行
催
事
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、学
区
の

総
代
会
・
社
会
教
育
委
員
会
・

福
祉
委
員
会
の
３
組
織
を
中
核

に
、各
種
団
体（
学
校
開
放
委
員

会
・
体
育
連
合
会
・
子
ど
も
会
・

お
や
じ
の
会・女
性
部・親
善
ク

ラ
ブ・民
生
児
童
委
員
会・岡
崎

小
Ｐ
Ｔ
Ａ・
白
鳩
保
育
園
父
母

の
会・赤
十
字
奉
仕
団・学
区
通

信
編
集
室
な
ど
）が
連
携
し
て
企

画
運
営
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

消
防
団
と
交
通
安
全
協
会
の
メ
ン

バ
ー
も
協
力
し
ま
す
。

　
毎
年
５
月
の「
学
区
合
同
な
か

よ
し
運
動
会
」、８
月
の「
と
び
だ

せ
！
夏
祭
り
」、９
月
の「
学
区
敬

老
会
」の
三
つ
の
イ
ベン
ト
に
つ
い

て
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
実
行
委
員
会

が
組
織
さ
れ
、各
種
団
体
と
地
域

住
民
、さ
ら
に
岡
崎
小
学
校
や
翔

南
中
学
校
、白
鳩
保
育
園
の
協
力

も
得
て
、学
区
全
体
で
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
は
、文
化
的
な

事
業
を
充
実
す
る
た
め
の
実
行
委

員
会
も
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

とびだせ！夏祭りの盆踊りでは大きな輪ができる

現在の岡崎学区の空撮写真

昭和後期の岡崎学区の空撮写真

笑顔いっぱいの学区敬老会

▽学区合同なかよし
運動会で白熱の綱引き

崎
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。
先
の
土
地
区

画
整
理
事
業
よ
り
も
南
の
岡
崎
小
学

校
周
辺
が
中
心
と
な
り
、
占
部
川
の

改
修
、
幹
線
道
路
の
整
備
、
計
画
的

な
住
宅
地
の
整
備
を
主
な
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
小
学
校

周
辺
の
広
大
な
水
田
が
埋
め
立
て
ら

れ
、
大
き
な
病
院
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

も
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
43
年
度
ま
で
続

け
ら
れ
ま
す
。
自
然
豊
か
な
田
園
地

帯
だ
っ
た
岡
崎
学
区
は
、
岡
崎
市
の

み
な
ら
ず
隣
接
す
る
幸
田
町
の
未
来

を
も
支
え
る
都
市
機
能
を
持
っ
た
ま

ち
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
学
区
か
ら
は
、
橋
本
増

治
郎
と
い
う
日
本
の
自
動
車
づ
く
り

の
草
創
期
に
大
き
な
業
績
を
残
し
た

偉
人
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
増
治
郎
は
明
治
８
年
に
柱
村
19
番

戸
（
現
在
の
柱
六
丁
目
地
内
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
東
京
高
等
工
業
学
校

（
東
京
工
業
大
学
の
前
身
）
を
卒
業
後
、

国
内
の
会
社
や
米
国
の
会
社
で
技
術

畑
を
歩
み
、
明
治
44
年
に
東
京
麻
布

で
「
快
進
社
」
を
設
立
。
輸
入
自
動

車
の
修
理
や
組
立
て
販
売
を
す
る
か

た
わ
ら
、
独
自
の
自
動
車
を
開
発
し

ま
し
た
。

　
大
正
３
年
に「
Ｄ
Ａ
Ｔ（
脱
兎
）号
」

と
命
名
し
た
試
作
２
号
車
を
東
京
大

正
博
覧
会
に
出
品
し
、
銅
牌
を
獲
得

す
る
と
、
翌
年
に
は
Ｄ
Ａ
Ｔ
号
の
販

売
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
豊
田

喜
一
郎
の「
Ａ
１
型
乗
用
車
」
の
試
作

完
成
よ
り
約
20
年
も
前
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
快
進
社
は
大
正
15
年
に

大
阪
の
自
動
車
製
造
会
社
と
合
併
し

「
ダ
ッ
ト
自
動
車
製
造
株
式
会
社
」
と

な
り
ま
し
た
。
製
造
す
る
自
動
車
に

は
、「
Ｄ
Ａ
Ｔ
の
息
子
」
の
意
味
で
「
Ｄ

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｏ
Ｎ（
後
に
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
に

改
名
）」と
名
づ
け
ま
し
た
。

　
昭
和
６
年
、日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の

創
始
者
鮎
川
義
介
の
率
い
る「
戸
畑
鋳

物
株
式
会
社
自
動
車
部
」に
製
造
権
を

譲
渡
し
、そ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
し

た
。こ
の
会
社
が
後
に「
日
産
自
動
車

株
式
会
社
」へ
と
発
展
し
ま
す
。

　
晩
年
の
増
治
郎
は
、
昭
和
８
年
に

「
武
蔵
野
モ
ー
タ
ー
研
究
所
」
を
開
設

し
自
動
車
や
発
動
機
な
ど
の
研
究
を

続
け
、
昭
和
19
年
に
70
歳
で
他
界
し

ま
し
た
。
柱
地
区
の
綿
積
神
社
大
鳥

居
の
左
脇
に
建
つ
石
造
の
標
柱
に
は
、

正
面
に
「
村
社
綿
積
神
社
」、
後
面
に

「
寄
付
人 

明
治
四
十
一
年 

橋
本
増
治

郎
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

DAT-41型

岡崎駅周辺土地区画整理状況

岡崎小岡崎小 南公園南公園

日清紡針崎工場
跡地再開発
（H19~H25)

日清紡針崎工場
跡地再開発
（H19~H25)

（仮）岡崎駅針崎若松
土地区画整理

（H35頃工事開始予定)

（仮）岡崎駅針崎若松
土地区画整理

（H35頃工事開始予定)岡崎駅西
土地区画整理
（S51~H16)

岡崎駅西
土地区画整理
（S51~H16)

岡崎駅南
土地区画整理
（H22~H43)

岡崎駅南
土地区画整理
（H22~H43)

橋本増治郎翁肖像
（岡崎小学校所蔵）

岡
崎
駅

67

16
　
岡
　
崎
　
　
特
集

16
　
岡
　
崎
　
　
特
集

 

岡
崎
学
区
の
由
来

　
明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
岡

崎
駅
周
辺
の
柱
・
針
崎
・
若
松
・
羽
根
・

戸
崎
の
５
村
が
合
併
し
、
額
田
郡
岡
崎
村

と
な
り
ま
し
た
。
学
区
名
は
こ
の
岡
崎
村

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
岡
崎
市

に
合
併
し
た
の
は
市
制
施
行
か
ら
12
年
後

の
昭
和
３
年
の
こ
と
で
し
た
。

 

岡
崎
村
の
産
業

　
明
治
21
年
の
岡
崎
駅
の
開
業
後
、
岡
崎

馬
車
鉄
道
と
西
尾
鉄
道
の
乗
り
入
れ
や
、

岡
崎
駅
を
起
点
と
す
る
道
路
網
の
整
備
な

ど
に
よ
り
、
物
流
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
周
辺
の
農
地
や
林
地
が
宅
地
化

し
、
農
業
か
ら
商
工
業
に
転
ず
る
動
き
も

盛
ん
に
な
り
ま
す
。
駅
付
近
に
は
服
部
工

業
（
明
治
43
年
）、三
河
織
物
（
明
治
42
年
）、

岡
崎
紡
績
（
大
正
８
年
、
後
の
日
清
紡
）、

さ
ら
に
は
三
河
製
粉
や
三
龍
社
の
各
工
場

が
建
て
ら
れ
、
岡
崎
南
部
の
商
工
業
地
と

し
て
発
展
の
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

 

史
跡
と
祭
り

　
学
区
の
歴
史
の
古
さ
を
物
語
る
も
の

と
し
て
、
若
松
地
区
に
は
５
世
紀
後
半

　
西
尾
駅
と
岡
崎
駅
前
の
岡
崎
新
駅
を
結
ぶ
軽
便
鉄
道
「
西
三
軌
道
」

が
明
治
44
年
に
開
通
し
た
の
が
始
ま
り
。
以
後
、
西
尾
鉄
道
、
愛
知
電

気
鉄
道
西
尾
線
、
名
鉄
西
尾
線
と
変
遷
し
、
戦
時
中
の
昭
和
18
年
に
休

止
さ
れ
る
ま
で
沿
線
住
民
の
足
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
昭
和
26
年
、

岡
崎
駅
前
|
福
岡
町
（
旧
土
呂
）
間
が
名
鉄
福
岡
線
と
し
て
復
活
。
岡

崎
市
内
線
と
直
通
運
行
を
開
始
し
、「
チ
ン
チ
ン
電
車
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
37
年
に
廃
止
さ
れ
、
以
後
は
名
鉄
バ
ス
の

専
用
道
路
と
し
て
平
成
28
年
３
月
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

明治41年から昭和51年までの68年間は JR岡崎駅の西付近にあった。
いつの時代も運動場のど真ん中に大松（おおまつ）がそびえていた

南公園に続く丘陵地には平成19年まで「日清紡針崎工場」が操業し、大正、昭和、平成の長期間にわたり地域の中心的産業であった。
工場跡地は住宅地「春咲の丘」として再開発され、岡崎市医師会はるさき健診センター、翔南中学校も相次いでできた。

column

岡
崎
学
区
の
な
り
た
ち

d ata

25

に
築
造
さ
れ
た
「
太
夫
塚
古
墳
」
と
「
北

之
切
１
号
古
墳
」
が
残
っ
て
お
り
、
柱

地
区
に
も
そ
れ
ら
よ
り
古
い
遺
跡
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
寺
院
に
は
、
徳

川
家
康
を
苦
し
め
た
一
向
一
揆
の
拠
点
の

一
つ
で
あ
っ
た
針
崎
地
区
の
勝
鬘
寺
を
は

じ
め
、
柱
地
区
に
正
覚
寺
、
若
松
地
区
に

等
周
寺
が
あ
り
、
ま
た
御
鍬
神
社
、
綿
積

神
社
、
春
日
神
社
が
氏
神
様
と
し
て
崇
敬

を
集
め
て
い
ま
す
。

　
無
形
文
化
財
に
は
「
御
田
扇
祭
り
」
が

あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
行
政
組
織
で

あ
っ
た
「
山
方
手
永
」
に
属
す
る
占
部
川

沿
い
の
村
々
の
　
社
（
平
成
　
年
現
在
は

　
社
）
を
巡
る
農
業
神
事
と
し
て
、
今
も

古
式
を
守
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
ま
ん 

じ

し
ょ
う
か
く
じ

と
う
し
ゅ
う
じ

お  

く
わ

わ
た
つ
み

お  

た 
お
う
ぎ

や
ま
が
た 

て 

な
が

13

27平成25年 
鍬神社（野畑町）から春日神社への渡御

昭和33年当時の岡崎小学校 翔南中学校 岡崎市医師会はるさき健診センター 操業時の日清紡針崎工場（日清紡ホールディングス提供）昭和50年当時の岡崎小学校
「チンチン電車」の歩み

おかざきえきまえおかざきえきまえ岡崎駅岡崎駅

至幸田至幸田至西尾至西尾

至大樹寺至大樹寺
至安城至安城

おかざきしんおかざきしん
はしらちょうはしらちょう

ひがしわかまつひがしわかまつ

にしわかまつにしわかまつ
とろ

（ふくおかちょう）
とろ

（ふくおかちょう）

岡
崎
市
内
線

東
海
道
本
線

平成27年 
御鍬神社から綿積神社への渡御

after before

西尾線

□人　口 10,377人
 男性 5,249人
 女性 5,128人
□世帯数 4,173世帯
□面　積 2.25㎢
[2016年7月1日現在]

一
八
七
三
年
▪
明
治
6 

羽
根
村
覚
照
寺
に
第
2
大
学
区
内
第
8
番
中
学
区
第　

番
小
学
区
羽
根 

 

学
校
が
創
立

一
八
八
八
年
▪
明
治
21 

東
海
道
本
線
浜
松
|
大
府
間
が
開
通
し
岡
崎
駅
が
開
業

一
八
八
九
年
▪
明
治
22 

柱
・
針
崎
・
若
松
・
羽
根
・
戸
崎
の
5
村
が
合
併
し
額
田
郡
岡
崎
村
が
誕
生

一
八
九
二
年
▪
明
治
25 

小
学
校
令
実
施
に
よ
り
岡
崎
村
立
岡
崎
小
学
校
と
改
称

一
八
九
八
年
▪
明
治
31 

岡
崎
馬
車
鉄
道
が
岡
崎
駅
へ
乗
り
入
れ
る

一
九
〇
八
年
▪
明
治
41 

岡
崎
小
学
校
が
羽
根
字
南
乾
地
に
校
舎
を
新
築
移
転

一
九
一
一
年
▪
明
治
44 
西
三
軌
道
の
岡
崎
新
|
西
尾
間
が
開
業

一
九
一
四
年
▪
大
正
3 

橋
本
増
治
郎
、乗
用
車「
D
A
T
号
」
を
東
京
大
正
博
覧
会
に
出
品（
↓
特
集
）

一
九
二
〇
年
▪
大
正
9 

岡
崎
紡
績
が
日
清
紡
と
合
併
し
日
清
紡
岡
崎
工
場
（
後
に
日
清
紡
針
崎 

 

工
場
）
と
な
る

一
九
二
八
年
▪
昭
和
3 

額
田
郡
岡
崎
村
が
岡
崎
市
に
合
併

一
九
五
三
年
▪
昭
和
28 

白
鳩
保
育
園
が
開
園

 

岡
崎
小
学
校
校
歌
を
制
定

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

名
鉄
岡
崎
市
内
線
と
福
岡
線
が
廃
止
さ
れ
、
バ
ス
路
線
化

 

南
公
園
が
都
市
公
園
と
し
て
開
園

一
九
七
五
年
▪
昭
和
50 

太
夫
塚
古
墳
が
愛
知
県
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定

 

南
公
園
に
交
通
広
場
が
開
設

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51 

岡
崎
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
が
開
始
（
↓
特
集
）

 

岡
崎
小
学
校
が
針
崎
町
字
フ
ロ
1
の
現
在
地
に
校
舎
を
新
築
移
転

 

国
鉄
岡
多
線
（
愛
知
環
状
鉄
道
鉄
道
の
前
身
）
が
旅
客
営
業
を
開
始

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

柱
4
丁
目
に
大
型
食
品
ス
ー
パ
ー
が
開
店

一
九
九
〇
年
▪
平
成
2 

J
R
岡
崎
駅
が
橋
上
駅
と
な
り
東
西
自
由
通
路
が
完
成

一
九
九
六
年
▪
平
成
8 

若
松
町
に
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
開
店

二
〇
〇
四
年
▪
平
成
16 

岡
崎
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19 

日
清
紡
針
崎
工
場
が
操
業
停
止

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

「
平
成
20
年
8
月
末
豪
雨
」
で
占
部
川
・
砂
川
が
氾
濫
し
大
き
な
被
害
発
生

二
〇
一
〇
年
▪
平
成
22 

岡
崎
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
が
開
始
（
↓
特
集
）

二
〇
一
二
年
▪
平
成
24 

岡
崎
市
医
師
会
は
る
さ
き
健
診
セ
ン
タ
ー
が
業
務
開
始

二
〇
一
三
年
▪
平
成
25 

翔
南
中
学
校
が
新
設
開
校

 

第
1
回
と
び
だ
せ
！
夏
祭
り
開
催

二
〇
一
四
年
▪
平
成
26 

岡
崎
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の
造
成
工
事
が
開
始

 

岡
崎
小
学
校
の
創
立
1
4
0
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

名
鉄
バ
ス
福
岡
線
専
用
道
路
が
使
用
停
止

 

「
と
び
だ
せ
！
な
か
よ
し
音
頭
」
発
表

二
〇
二
〇
年
▪
平
成
32 

大
学
病
院
が
開
業
（
予
定
）

二
〇
三
一
年
▪
平
成
43 

岡
崎
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成
（
予
定
）

ダ
ッ
ト

21

御田扇祭りの今昔風景。年々水田が減少しかつての雰囲気は
失われつつあるが、今でも大勢の人が参加し盛大に執り行われる

16
　
岡
　
崎
　
　
年
表

16
　
岡
　
崎
　
　
年
表

23



岡
崎
学
区
の

伝
え
た
い
こ
と

中
核
市
岡
崎
の 

南
の
玄
関
口
と
し
て
発
展
を
続
け
る
ま
ち

日
本
の
自
動
車
製
造
の
先
駆
者　

橋
本
増
治
郎

ま
す 　

じ　

 

ろ
う

　
明
治
21
年
に
岡
崎
駅
が
で
き
た
も

の
の
、
駅
に
隣
接
す
る
地
域
は
無
秩

序
に
住
宅
が
で
き
る
ば
か
り
で
、
岡

崎
市
全
体
の
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ

る
よ
う
な
様
相
で
し
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
を
解
消
す
べ
く
、
昭
和
43
年

に
「
国
鉄
岡
崎
駅
周
辺
土
地
区
画
整

理
事
業
」
が
企
図
さ
れ
ま
し
た
が
、

反
対
の
声
が
強
く
、
計
画
は
頓
挫
し

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
「
こ
の
ま

ま
で
は
岡
崎
学
区
の
未
来
は
な
い
」

と
い
う
意
見
も
根
強
く
、
計
画
中
止

後
も
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
が
粘
り
強
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
つ
い
に
昭
和
51
年
、「
岡
崎

駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
」
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
対
象
地
区
は
羽
根
町
、

1

1

1 4

上
和
田
町
、
柱
町
、
針
崎
町
、
若
松

町
（
い
ず
れ
も
旧
町
名
）
の
５
町
に

及
び
、
県
道
43
号
を
始
め
と
す
る
道

路
の
拡
幅
・
整
備
、
住
宅
の
再
配
置
、

林
公
園
な
ど
の
公
園
や
駅
西
口
広
場

の
新
設
が
主
な
取
り
組
み
で
す
。
な

か
で
も
一
番
大
き
な
も
の
が
岡
崎
小

学
校
の
移
転
と
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

の
新
設
で
、
小
学
校
は
岡
崎
駅
の
す

ぐ
西（
現
在
の
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
分

館
あ
た
り
）
か
ら
、
針
崎
町
の
現
在

地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
駅
周
辺
は
中

核
都
市
岡
崎
の
南
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
姿
に
変
貌
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
16
年
に
完
了
し

ま
し
た
が
、
学
区
の
発
展
は
ま
だ
ま

だ
続
き
ま
す
。
平
成
22
年
度
か
ら「
岡

地
域
の
活
動

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
お
よ
そ
２
・
２５
㎢
の
広
さ
で
、

こ
こ
に
約
４
千
世
帯
、
１
万
人
の
人
が
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
の
地
域
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
自
治
活
動

　
４
地
区
18
町
内
の
総
代
で
構
成
さ
れ
る
学
区
総
代

会
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

【
柱
地
区　
９
町
内
会
】
柱
一
丁
目
・
柱
二
丁
目
・

柱
三
丁
目
・
柱
四
丁
目
・
柱
五
丁
目
・
柱
六
丁
目
・

羽
根
西
新
町
・
柱
川
田
・
柱
郷
南

【
針
崎
地
区　
２
町
内
会
】
針
崎
郷
・
針
崎
東

【
若
松
郷
地
区　
３
町
内
会
】
若
松
郷
北
・
若
松
郷
南
・

若
松
郷
東

【
若
松
栄
地
区　
４
町
内
会
】
若
松
栄
一
丁
目
・

若
松
栄
二
丁
目
・
若
松
栄
三
丁
目
・
若
松
栄
四
丁
目

＊
福
祉
活
動

　
地
域
の
祭
り・ス
ポ
ー
ツ
大
会・文
化
講
座
や
高
齢
者

支
援
活
動
、子
育
て
支
援
活
動
、防
災
訓
練
、資
源
回
収

活
動
な
ど
、年
間
50
件
以
上
の
行
催
事
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、学
区
の

総
代
会
・
社
会
教
育
委
員
会
・

福
祉
委
員
会
の
３
組
織
を
中
核

に
、各
種
団
体（
学
校
開
放
委
員

会
・
体
育
連
合
会
・
子
ど
も
会
・

お
や
じ
の
会・女
性
部・親
善
ク

ラ
ブ・民
生
児
童
委
員
会・岡
崎

小
Ｐ
Ｔ
Ａ・
白
鳩
保
育
園
父
母

の
会・赤
十
字
奉
仕
団・学
区
通

信
編
集
室
な
ど
）が
連
携
し
て
企

画
運
営
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

消
防
団
と
交
通
安
全
協
会
の
メ
ン

バ
ー
も
協
力
し
ま
す
。

　
毎
年
５
月
の「
学
区
合
同
な
か

よ
し
運
動
会
」、８
月
の「
と
び
だ

せ
！
夏
祭
り
」、９
月
の「
学
区
敬

老
会
」の
三
つ
の
イ
ベン
ト
に
つ
い

て
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
実
行
委
員
会

が
組
織
さ
れ
、各
種
団
体
と
地
域

住
民
、さ
ら
に
岡
崎
小
学
校
や
翔

南
中
学
校
、白
鳩
保
育
園
の
協
力

も
得
て
、学
区
全
体
で
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
は
、文
化
的
な

事
業
を
充
実
す
る
た
め
の
実
行
委

員
会
も
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

とびだせ！夏祭りの盆踊りでは大きな輪ができる

現在の岡崎学区の空撮写真

昭和後期の岡崎学区の空撮写真

笑顔いっぱいの学区敬老会

▽学区合同なかよし
運動会で白熱の綱引き

崎
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。
先
の
土
地
区

画
整
理
事
業
よ
り
も
南
の
岡
崎
小
学

校
周
辺
が
中
心
と
な
り
、
占
部
川
の

改
修
、
幹
線
道
路
の
整
備
、
計
画
的

な
住
宅
地
の
整
備
を
主
な
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
小
学
校

周
辺
の
広
大
な
水
田
が
埋
め
立
て
ら

れ
、
大
き
な
病
院
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

も
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
43
年
度
ま
で
続

け
ら
れ
ま
す
。
自
然
豊
か
な
田
園
地

帯
だ
っ
た
岡
崎
学
区
は
、
岡
崎
市
の

み
な
ら
ず
隣
接
す
る
幸
田
町
の
未
来

を
も
支
え
る
都
市
機
能
を
持
っ
た
ま

ち
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
学
区
か
ら
は
、
橋
本
増

治
郎
と
い
う
日
本
の
自
動
車
づ
く
り

の
草
創
期
に
大
き
な
業
績
を
残
し
た

偉
人
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
増
治
郎
は
明
治
８
年
に
柱
村
19
番

戸
（
現
在
の
柱
六
丁
目
地
内
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
東
京
高
等
工
業
学
校

（
東
京
工
業
大
学
の
前
身
）
を
卒
業
後
、

国
内
の
会
社
や
米
国
の
会
社
で
技
術

畑
を
歩
み
、
明
治
44
年
に
東
京
麻
布

で
「
快
進
社
」
を
設
立
。
輸
入
自
動

車
の
修
理
や
組
立
て
販
売
を
す
る
か

た
わ
ら
、
独
自
の
自
動
車
を
開
発
し

ま
し
た
。

　
大
正
３
年
に「
Ｄ
Ａ
Ｔ（
脱
兎
）号
」

と
命
名
し
た
試
作
２
号
車
を
東
京
大

正
博
覧
会
に
出
品
し
、
銅
牌
を
獲
得

す
る
と
、
翌
年
に
は
Ｄ
Ａ
Ｔ
号
の
販

売
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
豊
田

喜
一
郎
の「
Ａ
１
型
乗
用
車
」
の
試
作

完
成
よ
り
約
20
年
も
前
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
快
進
社
は
大
正
15
年
に

大
阪
の
自
動
車
製
造
会
社
と
合
併
し

「
ダ
ッ
ト
自
動
車
製
造
株
式
会
社
」
と

な
り
ま
し
た
。
製
造
す
る
自
動
車
に

は
、「
Ｄ
Ａ
Ｔ
の
息
子
」
の
意
味
で
「
Ｄ

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｏ
Ｎ（
後
に
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
に

改
名
）」と
名
づ
け
ま
し
た
。

　
昭
和
６
年
、日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の

創
始
者
鮎
川
義
介
の
率
い
る「
戸
畑
鋳

物
株
式
会
社
自
動
車
部
」に
製
造
権
を

譲
渡
し
、そ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
し

た
。こ
の
会
社
が
後
に「
日
産
自
動
車

株
式
会
社
」へ
と
発
展
し
ま
す
。

　
晩
年
の
増
治
郎
は
、
昭
和
８
年
に

「
武
蔵
野
モ
ー
タ
ー
研
究
所
」
を
開
設

し
自
動
車
や
発
動
機
な
ど
の
研
究
を

続
け
、
昭
和
19
年
に
70
歳
で
他
界
し

ま
し
た
。
柱
地
区
の
綿
積
神
社
大
鳥

居
の
左
脇
に
建
つ
石
造
の
標
柱
に
は
、

正
面
に
「
村
社
綿
積
神
社
」、
後
面
に

「
寄
付
人 

明
治
四
十
一
年 

橋
本
増
治

郎
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

DAT-41型

岡崎駅周辺土地区画整理状況

岡崎小岡崎小 南公園南公園

日清紡針崎工場
跡地再開発
（H19~H25)

日清紡針崎工場
跡地再開発
（H19~H25)

（仮）岡崎駅針崎若松
土地区画整理

（H35頃工事開始予定)

（仮）岡崎駅針崎若松
土地区画整理

（H35頃工事開始予定)岡崎駅西
土地区画整理
（S51~H16)

岡崎駅西
土地区画整理
（S51~H16)

岡崎駅南
土地区画整理
（H22~H43)

岡崎駅南
土地区画整理
（H22~H43)

橋本増治郎翁肖像
（岡崎小学校所蔵）

岡
崎
駅

67

16
　
岡
　
崎
　
　
特
集

16
　
岡
　
崎
　
　
特
集

 

岡
崎
学
区
の
由
来

　
明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
岡

崎
駅
周
辺
の
柱
・
針
崎
・
若
松
・
羽
根
・

戸
崎
の
５
村
が
合
併
し
、
額
田
郡
岡
崎
村

と
な
り
ま
し
た
。
学
区
名
は
こ
の
岡
崎
村

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
岡
崎
市

に
合
併
し
た
の
は
市
制
施
行
か
ら
12
年
後

の
昭
和
３
年
の
こ
と
で
し
た
。

 

岡
崎
村
の
産
業

　
明
治
21
年
の
岡
崎
駅
の
開
業
後
、
岡
崎

馬
車
鉄
道
と
西
尾
鉄
道
の
乗
り
入
れ
や
、

岡
崎
駅
を
起
点
と
す
る
道
路
網
の
整
備
な

ど
に
よ
り
、
物
流
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
周
辺
の
農
地
や
林
地
が
宅
地
化

し
、
農
業
か
ら
商
工
業
に
転
ず
る
動
き
も

盛
ん
に
な
り
ま
す
。
駅
付
近
に
は
服
部
工

業
（
明
治
43
年
）、三
河
織
物
（
明
治
42
年
）、

岡
崎
紡
績
（
大
正
８
年
、
後
の
日
清
紡
）、

さ
ら
に
は
三
河
製
粉
や
三
龍
社
の
各
工
場

が
建
て
ら
れ
、
岡
崎
南
部
の
商
工
業
地
と

し
て
発
展
の
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

 

史
跡
と
祭
り

　
学
区
の
歴
史
の
古
さ
を
物
語
る
も
の

と
し
て
、
若
松
地
区
に
は
５
世
紀
後
半

　
西
尾
駅
と
岡
崎
駅
前
の
岡
崎
新
駅
を
結
ぶ
軽
便
鉄
道
「
西
三
軌
道
」

が
明
治
44
年
に
開
通
し
た
の
が
始
ま
り
。
以
後
、
西
尾
鉄
道
、
愛
知
電

気
鉄
道
西
尾
線
、
名
鉄
西
尾
線
と
変
遷
し
、
戦
時
中
の
昭
和
18
年
に
休

止
さ
れ
る
ま
で
沿
線
住
民
の
足
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
昭
和
26
年
、

岡
崎
駅
前
|
福
岡
町
（
旧
土
呂
）
間
が
名
鉄
福
岡
線
と
し
て
復
活
。
岡

崎
市
内
線
と
直
通
運
行
を
開
始
し
、「
チ
ン
チ
ン
電
車
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
37
年
に
廃
止
さ
れ
、
以
後
は
名
鉄
バ
ス
の

専
用
道
路
と
し
て
平
成
28
年
３
月
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

明治41年から昭和51年までの68年間は JR岡崎駅の西付近にあった。
いつの時代も運動場のど真ん中に大松（おおまつ）がそびえていた

南公園に続く丘陵地には平成19年まで「日清紡針崎工場」が操業し、大正、昭和、平成の長期間にわたり地域の中心的産業であった。
工場跡地は住宅地「春咲の丘」として再開発され、岡崎市医師会はるさき健診センター、翔南中学校も相次いでできた。

column

岡
崎
学
区
の
な
り
た
ち

d ata

25

に
築
造
さ
れ
た
「
太
夫
塚
古
墳
」
と
「
北

之
切
１
号
古
墳
」
が
残
っ
て
お
り
、
柱

地
区
に
も
そ
れ
ら
よ
り
古
い
遺
跡
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
寺
院
に
は
、
徳

川
家
康
を
苦
し
め
た
一
向
一
揆
の
拠
点
の

一
つ
で
あ
っ
た
針
崎
地
区
の
勝
鬘
寺
を
は

じ
め
、
柱
地
区
に
正
覚
寺
、
若
松
地
区
に

等
周
寺
が
あ
り
、
ま
た
御
鍬
神
社
、
綿
積

神
社
、
春
日
神
社
が
氏
神
様
と
し
て
崇
敬

を
集
め
て
い
ま
す
。

　
無
形
文
化
財
に
は
「
御
田
扇
祭
り
」
が

あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
行
政
組
織
で

あ
っ
た
「
山
方
手
永
」
に
属
す
る
占
部
川

沿
い
の
村
々
の
　
社
（
平
成
　
年
現
在
は

　
社
）
を
巡
る
農
業
神
事
と
し
て
、
今
も

古
式
を
守
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
ま
ん 

じ

し
ょ
う
か
く
じ

と
う
し
ゅ
う
じ

お  

く
わ

わ
た
つ
み

お  

た 
お
う
ぎ

や
ま
が
た 

て 

な
が

13

27平成25年 
鍬神社（野畑町）から春日神社への渡御

昭和33年当時の岡崎小学校 翔南中学校 岡崎市医師会はるさき健診センター 操業時の日清紡針崎工場（日清紡ホールディングス提供）昭和50年当時の岡崎小学校
「チンチン電車」の歩み

おかざきえきまえおかざきえきまえ岡崎駅岡崎駅

至幸田至幸田至西尾至西尾

至大樹寺至大樹寺
至安城至安城

おかざきしんおかざきしん
はしらちょうはしらちょう

ひがしわかまつひがしわかまつ

にしわかまつにしわかまつ
とろ

（ふくおかちょう）
とろ

（ふくおかちょう）

岡
崎
市
内
線

東
海
道
本
線

平成27年 
御鍬神社から綿積神社への渡御

after before

西尾線

□人　口 10,377人
 男性 5,249人
 女性 5,128人
□世帯数 4,173世帯
□面　積 2.25㎢
[2016年7月1日現在]

一
八
七
三
年
▪
明
治
6 

羽
根
村
覚
照
寺
に
第
2
大
学
区
内
第
8
番
中
学
区
第　

番
小
学
区
羽
根 

 

学
校
が
創
立

一
八
八
八
年
▪
明
治
21 

東
海
道
本
線
浜
松
|
大
府
間
が
開
通
し
岡
崎
駅
が
開
業

一
八
八
九
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右
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   旧愛知県第二尋常中学校講堂
戸崎町にあった旧制愛知二中（後の岡崎
高校）の講堂として明治30年に建てられ
た。中学校が明大寺町に移転した後も残
されていたが、大正14年に現在地に移
築され、日清紡の従業員の演劇、娯楽、
式典などに利用された

aa   勝鬘寺
三河最初の真宗道場として正嘉2年
（1258）に創建。当時は赤渋町にあった
が、水害を避けるため現在地に移転。
永禄6年（1563）の三河一向一揆では
一揆側が立てこもり家康に抗戦した

BB

   太夫塚古墳
古墳時代中期（5世紀）に造ら
れた、墳丘直径36ｍ、高さ5.5
ｍの未発掘の円墳。周囲から
埴輪や須恵器などが発見され
た。若松地区には他にもいくつ
かの古墳があった

ii

   名鉄バス専用道跡
昭和37年の鉄道廃止後、バス専用道
路として利用された。平成28年4月、
沿線の再開発工事に伴い廃止

ee

   常夜灯
明治44年に「柱辻（はしらつじ）
組」町内有志によって柱町字北
屋敷22番地の三叉路に設置さ
れ、区画整理事業により現在
地に移設。道標を兼ね、「右＝
青野橋　西尾　大濱、左＝幸
田　蒲郡」と刻まれている

CC

   マルガタ
鉄道建設当時に農業用道路と水路
を通すために造られた煉瓦造りのト
ンネル。地元では「マルガタ」と呼ぶ
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　安藤先生頌徳碑
大正12年から20年あまり岡崎小に
勤務した安藤恒夫先生は、昭和20
年7月19日の岡崎空襲のとき学校の
様子を確かめに明大寺町の自宅から
学校に向かう途中、被弾し殉職した

GG　大松二世
旧岡崎小学校の校庭には2本の大
松があった。学校が現在地に移転
する時に伐採されたが、その後継
ぎとして植えられたものがこの木で
ある
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